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論 文 内 容 の 要 旨

粍波領域の電波における, 酸素分子および非凝結の水蒸気による大気の幅射観測は, 粍波天文学の最も

基本的な問題の一つと考えられる｡ 更に粍波による月の熟編射の観測 も,月 の表面のモデル構成に重要な

役を果 している｡

この問題は三部に分けて取扱われている｡ 第一部においては, 粍波債域の観測において, 大気の放射お

よび吸収は, 日変化を示すことを見出した｡ 空の放射は, 日出の約一時間前に極大に達 し, 太陽の子午線

通過の後まもな くその極小になる｡

更に規則的な熱放射の変化を生 じうる機構を検討 している｡ 空の放射温度の増加における連続的な発展

は,成 層圏か ら対流圏迄の高さの範囲における地球大気の熟的作用と主に関連した若干の過程により説明

されることを明 らかにした｡ しかし薄明時における空の放射の減少の閑始は,大 気中における夜間の気象

条件の緩和と同時発生により解釈 しうるであろう｡

また,便 宜上一 日は, 五期の位相に分けられる｡ 位相工, Ⅱα, Ⅱβ, Ⅱ, およびⅣである｡それ らは,

薄明時の放射の極大に始まり,極 大に終 っている｡ これ らを用いて, 規則的に変化する空の放射および吸

収がいかに, 電波天文の観測に影響を及ぼすか, および弱い電波源の観測に対する最適周期等が論議され

ている｡

第二部においては,大 気の放射および吸収の他の特長,す なわち,地 形の効果が述べ られている｡ この

効果は, 天頂距離による空の放射の不規則な温度変化を与える｡ 換言すると,薄 明時3.2粍波の観測によ

れば, 空の放射の極小は天頂方向でな く, 約300の天頂距離に見出された｡ この効果はいわゆる山風と呼

ばれるものによる｡ 明け方, この冷温の下向気流により, 空の放射は約300の天頂距離において極小とな

る｡

更に, 欝三部において, 粍波の技術をいかに月の電波観測に応用 したかが述べ られている｡ 8.6粍の波

長における月の熟幅射の直線偏波の観測か ら, 月の表面の凹凸の平均勾配は約80 ±20 と推定された｡ し
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かし3.2粍の波長においては, かかる偏波の存在の確証は認められなかった｡ 4.3粍および1.5粍の波長

における偏波の存在, および3.2粍の偏波消失から考えて, 月の表面における凹凸の大きさの分布は半径

約0.9粍程度と推定される｡

月のレーダー反射波の測定 , および電波の直線偏波の観測等を用いて電波における月の形のみかけの扇

平鹿を論議した｡ 月の表面の凹凸の大きさが小さくなるにつれ, その密度および平均勾配は大きくなる｡

かくて, 観測波長が短かくなるにつれ, 月のみかけの形は平らな円板になる｡

参考論文においては, 高分解能干渉計,10米パラボラーアンテナによる若干の電波源の観測, マイクロ儀

域における太陽バース トの強度分布等の統計的研究, および粍波帯の観測における非擾乱太陽紅炎の温度

の決定等が論議された｡

論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨

申請者は, 酸素分子および非凝結の水蒸気による地球大気の栢射, および月の熟輪射に着目し, これに

関する一連の観源Jを実施し, その解釈を試みた｡ これらは粍波天文学の最も基本的な問題の一つと考えら

れる｡

まず, 第一部においては, 粍波領域の観測から, 空の大気の編射温度は規則的な日変化をすることを確

めた｡ 大気臨射に対する器械および周辺の影響を極力除いた結果, かかる幅射の変化は地球大気の熟的お

よび光化学的な過程と本質的な関係があることを明らかにした｡ また, 夜間における空の転射の増加は次

の如き大気中の過程により説明できることを示した｡ その第- は上部対流圏と成層圏の中間における酸素

分子および水義気の漸次の増加, 第二は, オゾーンの熟放出による対流圏と成層圏における大気の漸次の

冷却, および零水蒸気濃度の高度の低下等である｡ これらの過程はほぼ同時に終了して, 暁前における臨

射の極大時から, 次第に大気に対する太陽の影響が現われる｡

大気中における上記の熟的および光化学的な過程を考慮して, 申請者は空の梅射温度の日変化を五期の

位相において説明を試みた｡

申請者は第二部において, 波長3.2粍における空の編射の極小が天頂方向でなく, 天頂から約300傾い

た方向におこることを観測した｡ この現象はいわゆる山風によるものであり, 夜明け頃, 大気の環流によ

り山側に沿って, 空気の冷却下降がおこる｡ かくて, 観測者の頭上の領域は冷湿の空気で満たされ, 不透

明となり, より高い空の栢射値を示した｡ 粍波天文学において, 諸電波源の観測値の整約をなす際, 上記

の研究の成果は重要な役を演ずるものである｡

申請者は第三部において, 波長8.6,4.3および3.2粍における月の熟幅射の直線偏波の観測から, 月

の表面のモデルを作成した｡ 極大偏波の位置の変位の測定から, 表面の凹凸の平均勾配が推定された｡

8.6粍における変位の測定から, その平均勾配は80士20 であることが判った｡ 他方,4.3粍における観測

は同様な値を示したが,3.2粍の観測においては, 偏波の確認が得られなかった｡ かくて, デシメートル

波から1.5粍波迄の領域において, 3.2粍の波長を除いて, 直線偏波が観測された｡ 3.2粍渡の非偏波性

から表面の凹凸の規模の平均分布は約0.9粍の程度であることが推定された｡

また, レーダーの反射波観測に際し, 探索波長が短くなるにつれ, 周辺減光が減少することは知られて
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いるが, 申請者は上記の表面の凹凸の効果を考慮することにより上記の事実を確めた｡

更に, 申請者は参考論文において, 高分解能干渉計および10米パラボラーアンテナによる若干の電波源

の観測, マイクロ波帯における太陽バース トの強度分布等の観測, および粍波帯における静止期太陽紅炎

の温度の決定をした｡

よって, 本論文は理学博士の学位論文として価値あるものと認める｡
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